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役 員 退 職 金 規 程

施行 昭和４５年１１月 １日 
改正 平成１２年 ４ 月 １日 

平成１５年１０月 １日 

第１条 当協会役員の退職金は、この規程の定めるところによる。 

第２条 役員が退任したときは、この規程の定めるところにより退職金を支給する。 

第３条 常勤役員の退職金については、退任時の報酬月額に在任月数を乗じた額に、次の各号の

区分に応じた割合を乗じて得た額とする。 

 （１）理 事 長            100 分の 32.4 

 （２）専 務 理 事            100 分の 28.35 

 （３）常 務 理 事                   100 分の 28.35 

 （４）常勤の理事              100 分の 24.3 

 （５）常勤の監事              100 分の 20.25 

２ 前項にいう在任月数の計算は、一任期内において常勤役員になった日の属する月から退任し

た日の属する月までの月数とする。 

第４条 非常勤役員の退職金については、理事長が別に定める。 

第５条 在任中特に功労があった役員には、理事会の議決を経て、別に功労金を支給することが

できる。 

第６条 この規程に定めのない事項については、兵庫県信用保証協会退職金給与規程を準用する。 

附 則

１ この規程は、平成１５年１０月１日から施行する。 

２ この規程の施行日前日に在任する役員の施行前の期間にかかる退職金の計算は、同日におけ

る報酬月額に従前の割合を乗じて得た額とする。 


